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　先日、糖尿病に関する講演をさせて頂いた折
に、ある保健師さんから「糖尿病連携手帳」は
便利だと言われました。糖尿病連携手帳には関
連職種の方が記入できるページが設けられてお
り、それを利用されていました。「でも、入手方
法が分からないんです。」
　糖尿病診療はチーム医療であり、様々の職種
の皆さんとの連携の必要性が益々重要になって
きています。しかし、それらを簡単に繋ぐ共通
のツールがなかなかありませんでした。日本糖
尿病協会は、数年かけて血糖や HbA1c や少し
ばかりの診療結果を記載するだけの「糖尿病手
帳」を様々な職種の方が記載できる「糖尿病連
携手帳」に変貌させ、昨年の２月には第３版を
発行しました。かつての「糖尿病手帳」は胸ポ
ケットに入るほどの大きさでしたが、「糖尿病
連携手帳」は一回り大きく、「でかい」、「すぐに
一杯になる」「余計な記入欄が多い」などの不
満の声があるのも事実ですが、この連携手帳を
ツールとして各職種の方との連携を強化するこ
とが、次のステップではないかと思うこの頃で
す。「余計な記入欄が多い」と思うのは、十分
活用できていないせいかもしれません。
　この連携手帳の最大の利点は基本的に「無料」
であることと、「全国共通」であることでしょう。
協賛企業の協力により無料で配布されています
ので、多くの医療機関では簡単に入手できると
思いますが、保健センターや介護事業所など
では入手が困難かもしれません。その場合には、
日本糖尿病協会事務局に電話すれば、入手申込
先の連絡先リストを FAX してくれます（表）。
　この手帳には、日常の診療結果を記入する欄
の他に、眼科や歯科医の先生方が記入する欄、

合併症関連検査の結果を記入する欄、看護師、
栄養士、ケアマネ、保健師などの方が記入でき
る「療養指導の記録」のページもあります（図
１）。つまり、患者さんに何処の医療機関に行っ
ても、この糖尿病連携手帳とお薬手帳を必ず提
出するように指導しておき、医療者側は手帳に
情報を記入するだけで最低限の連携が成り立つ
ことになります。また、糖尿病の診断やコント
ロール基準、合併症についても簡単に解説され
ています。また、何よりこの手帳を所持してい
れば、万一低血糖などで倒れたりしても糖尿病
であることがすぐに判り、適切な処置に繋がる
可能性が高くなります。
　私は、希望されない方はさておき、ほぼ全て
の方にこの連携手帳を渡しています。受診の度

（図１）糖尿病連携手帳
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（表）連携手帳などの日本糖尿病協会グッズの入手方法
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に、血圧、体重、検査結果などをこの手帳に記
入するという作業はちょっと面倒ですが、ご自
分の結果を把握して頂くには良いサービスと考
えていますし、記載しながらわずかながらのコ
ミュニケーションも取ることができます。連携
という観点で私がこの手帳を最も利用している
のが眼科の先生です（網膜症などのチェック）。
眼科受診時に必ずこの手帳を提出するように指
導しておけば、眼科の先生は初診であっても容
易に受診理由を察して、手帳に所見を記入して
くれます（別途「糖尿病眼手帳」というのもあ
り、これに記入される場合もあります）。紹介状
を書く手間が要らず、患者さんに余計な費用も
発生しません。
　手帳を持つのが嫌な方もおられます。手帳を
持つことで自分が糖尿病だと知られてしまうの
が嫌なのでしょう。そんな時は無理強いしませ
ん。

　福井県は、糖尿病連携パスとして独自の診療
情報提供書を作成していますが、ほとんど利用
されていないようです。「糖尿病連携手帳」を
活用して病診連携や診診連携を進めるのが現実
的ではないかと思います。

【追記】
　前回、糖尿病性腎症予防プログラムの話題を
提供させて頂いた折に、尿アルブミンの測定が
早期腎症の診断に重要であることを述べました。
その後、福井県における尿アルブミンの測定の
現状がわかる資料が内閣府の HP にありました
ので追加します。その資料によれば、尿アルブ
ミン測定頻度の全国平均を100とすると、福井
県は72.8で12番目に低い順になります。また、
県内のブロック単位で比較すると、HbA1c の
測定頻度に比べて奥越と嶺南では尿アルブミン
測定頻度が少ないことが判ります（図２）。

（図２）２次医療圏別、アルブミン定量（尿）・HbA1c のレセプト出現比


